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奈良
県立橿原考古学研究所附属博物館
THE MUSEUM,ARCHAEOLOGICAL INSTITUTE OF KASHIHARA,NARA PREFECTURE
●〒634-0065　奈良県橿原市畝傍町 50－2 　●Tel 0744-24-1185　●Fax 0744-24-1355　●URL http://www.kashikoken.jp/museum/
写真：奈良盆地南部から見た二上山（右：雄岳、左：雌岳）

弥生時代の石器

2013年 2月2日（土）～3月24日（日）

─ リサイクルの先駆け ─

特別陳列
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鞘に納められた石剣
唐古・鍵遺跡（田原本町教育委員会蔵）

石鏃・尖頭器・石匙・削器・石錐・石核・楔形石器など
川西根成柿遺跡（橿原考古学研究所蔵）

石庖丁・磨製石斧・打製石斧・磨石・石皿・石棒など
川西根成柿遺跡（橿原考古学研究所蔵）

打製石剣（19.8cm）／唐古・鍵遺跡
（田原本町教育委員会蔵）

 　東京  奈良まほろば館　関連イベント
　　会　場　奈良まほろば館２階
　　　　　　（東京都中央区日本橋室町１－６－２　日本橋室町 162 ビル）　　
　　料金等　入場無料　期間中無休　

　◇ ブリーフガイド

　　　２月８日（金）～２月17日（日）　午前 10時 30分～午後 6時

　◇ セミナー　2月８日（金）

　　　時間　午後 1時 30 分 ～ 3時／午後 3時 30 分 ～ 5時
　　　講師　北井利幸（橿原考古学研究所附属博物館主任学芸員）

　　※ 要申込　詳しくは奈良まほろば館ホームページをご覧下さい。

■ 研究講座
 時間　午後 1時 ～午後４時 30 分　
 　　　（正午開場）
 会場　橿原考古学研究所 1階講堂
 ※ 聴講無料。　展覧会の観覧には入館料が必要です。

　◇ 第１回　2月 10 日（日）
 「石器からみた近畿の弥生社会」
 　禰冝田佳男 氏（文化庁記念物課　主任調査官）
 「弥生時代前期の石器　－板付遺跡の調査から－」
 　山崎純男 氏（高麗大学　研究教授）
　◇ 第２回　3月 17 日（日）
 「弥生時代の石器　－リサイクルの先駆け－」
 　北井利幸（橿原考古学研究所附属博物館　主任学芸員）
 「キナイ弥生人の愛した石製短剣」
 　寺前直人 氏（駒澤大学文学部　講師）

■ 列品解説
 2 月 16 日（土）／ 3月 9日（土）／ 3月 23 日（土）
 時間　午前 10 時 30 分 ～ 11 時 30 分
 会場　特別展示室　
 ※入館料が必要です。

■ 特別講座
 3 月 24 日（日）
 時間　午後１時～午後 4時 30 分
 　　　（正午開場）
 会場　橿原考古学研究所１階講堂
 ※聴講無料。展覧会の観覧には入館料が必要です。

 演題・講師
 「中西遺跡出土エノキ切株の発掘調査」
 　菊井佳弥 氏（公益財団法人 和歌山市文化スポーツ振興財団　副主事）
 「中西遺跡出土エノキ切株の保存処理
 　　　　－発掘現場から展示・公開に至るまで－」
 　山田哲也 氏（財団法人 元興寺文化財研究所　木器保存研究室室長）

■ 休館日
 月曜日（ただし 2月11日（月）は開館）
 2 月 12 日（火）、3月 19 日（火）
 

■ 開館時間
 午前 9時～午後 5時（入館は午後4時30分まで）

■ 入館料
 大人 400 円（350 円）
 高校・大学生 300 円（250 円）
 小・中学生 200 円（150 円）　 
 ※（　）内は20名以上の団体料金
 ● 65歳以上の方、外国人観光客および付き添いのボランティアガイド
 　の方、障害者手帳をお持ちの方およびその付き添いの方1名は無料。
 ● 期間中の土曜日は県内の小・中・高・特別支援学校生は無料。　
 ●小学生未満は無料。

磨製石剣（12.5cm）／
一町（新沢一）遺跡

（橿原考古学研究所附属博物館蔵）

　石器とは、人類が最初に手にした道具の一つである。金属器が登場し普及するまで、人々

はさまざまな石を加工し、生活の道具としてきた。今回の展示ではこの石器に焦点を当て、

金属器の登場により変化していく、弥生時代における石器の役割について検討する。

　石器は用途（器種）により石材を選択していることから、石器を製作、使用した人々は

各石材の特性を経験的に理解していたのだろう。また、再利用された石器が多くみられ

るが、これは産地の離れた石材において特に多くみられる。破損した石器を廃棄せず、

再加工して新たな道具として再利用することは現代社会におけるリサイクルをめぐる

問題に通じるところがある。現代社会の課題、目標となっている「循環型社会」の検討へ

とつながる。

　今回の展示では、石材の特性と石器の関係、石材産地について紹介する。そして、

弥生社会における石器の再加工、リサイクルされた資料を展示する。展示を通して、

石器における石材選択の重要性や限りある資源に対して人々がどのように対応していた

のかを検討し、現代社会の理想ともいえる「循環型社会」について考える機会とする。

主催／奈良県立橿原考古学研究所附属博物館　　　　
後援／公益財団法人  由良大和古代文化研究協会
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